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平成 24年 度町村議会特別1装彰について

時下 ますますご清米のこととお度び申し上げます.

さて 本会では `都 道府県町村議会議長会会長の推薦に基づき ]"議 会

として他の範とするに足ると認められる団体を表影することとしておりますが

このうち 特に頭著な事積がると認められる団体については ■載経験者で構

成する表彰審査会の選考により 特別に表彰することとしておりま九

平成 24年 度の町利議会特別1表彰候補には貴町ほか 3団 体が選考され 平成

25年 2月 5月の理事会を経て 翌 2月 6日 の第 64回 定期絡会において表彰さ

れましたので 表彰審査会の選考結果報告を添えて通知じよす

なお 表形状並びに.・L念

“

については 所属都道府県町

'議

会議長会を経由

して

'|■

いたしまつ
‐

全国町村議会議長会 総務 .l
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平成 24年 度町村議会表彰候補審査結果報告

′ヽ成 25年 1月 ll日

全国町●競会議長会

会 t・  高 価 正

町1'議会表杉審市会

,員 I‐  佐 藤
|`

ヽ日 11村議会表彰審査会を開催し `者 F道●県町村議会議長会会長から推薦のあぅ

た 38‖T●議会の事績について審査した結果 下記のとおり 町11議会特ア帳 杉●桐,と

して4議会 「丁,議 会表彰峡ltとtて 29議会を選定しよtたので ご報■します.

=ビ

表彰候掏,

●1 町杓議会仕別表形候補 (4議会)

北海道店追町議会 岩手県西和賀lT議会 求城県大洸町議会 来庁県拉麻町議会

● 町ll議会表彰候補 (29議会)

北海道北市口哺 会 ■夕県六ケ所利議会 秋田県人|[鳩町議会 ,島 県磐

“

1〕識

会 同二本口]議会 栃木八高根沢町議会 1羊烏県工利η 議会 片工「松伏11議会

同禎瀬町議会 東京都喘■lf議会 ⅢI奈川県l lt町議会 官 県立 1町議会 石川

県内繊町議会 長野nlり 1利議会 同松川冊「議会 同1萬森町議会 同大柔利議会

三It県|,ll・町議会 兵庁熙多・il,議会 奈良県十津
"口
寸議会 ボ1■山県かつらぎ町

議会  1口 県上開町識奎 `島 県松

"llr蔵

晏 看川県´度れ|1誰会 ,媛 県松町世げ

流= 高如県|し̈ 町討舎 福岡県ι九町議会 同■ⅢⅢl議会 宮崎嘱:Iヶ 漱F嚇 会

2 審査経過

平成 24有=6月 に本審査会が定めた 「表移審査方卸』仰

`1)に

菫うき 今到町lf

読会議長会が令都道府県町■議会議長会に対し 町ll議会として他の従とするに足る

町村のlF薦を求めたところ 25諸F道県から言133町||のlt綺があった.

これら
'げ
|ナに係る●晨 帷 薦書)及 び■lf資オ:|を3人の寄i委 ■ m紙 2)ヵ=それ

ぞ

'■

t●重に

'II審

査したうえで 平成 25年 1月の表影,■ 会において言

"■

東約し

前述のとおり 特丹1表彰候補4議会 長彰候補 29議会を選考した.

I“薦のあった 33町 村の

'績

は どれも甲イつ すがたく ヽワ|ま■■1市のWttMi

■に頭を悩ませた 平成 18年 に

'ヒ

海道栞■11カi初めて 「議会基本条例Jを 手1定して

力■,早6●がlT過し ,在 では全国で 100を超える町1すが制,tするに至っている.今

イ兼



や議会基本茶Ⅲを詢定するだけではなく 条例の理念や麺

"に

イヽつて どのような画

期的な取組みを

'っ

ているか  どのような成果が′|まれているかが■・・にされる時イヽ

となった

木審●■における

'別

表彰債mの 選考1 準ヽ として 喘 会基本条Ⅲの1」定Jを 必要条

件 としている訳ではないが 今回の牡

"表

彰候補の 4議 会は いずれて,議会基本久例

を制7Lしており 同条llの下 議会の活性イヒに訳極||に取 り組んでいることが語めら

れる形 となった

表彰審査方奮|に掲げた 3つ の重点項 口毎に企口||な傾向を見てみると |● 政策う

くりと

'制

機能を十分発れ している議会Jについては 議会■本条Ⅲの市J定以外にも

議員F・スによる条Ⅲ申tや 地方 1冶 法

"96条

第 2項 の条例による議決=口.造力1をイ|

つている議会が増力1してきている このことは言ばしい傾11であり評価できる点であ

るが  方で専門||力1"の 活用や公聴会 参考人制度の活用は

'■

がまた少なく ,(

年度以降の課垣とこえ 1う .

スに 「12住民
`開
か,iた議会 |11ついてであるが こ

'1に

ついては全国||に積極|つ

に取 ,紅 ■,でいる
'と
が帆えた 特に議会YI告舎 ,民 恕祠:会十ど名詢ヽこそ,な る |,

のの 読●が住1 とヽ■,寸 話するtt会を設けている議会 71・lt薦数の半数を超えた

また lI民 の

'聴

機会の増力]方策もを々のlr神で工夫を疑 らしておリ ロ曜議会や

夜間議会といった住民が

'菫

しやすい時い,祥に議会を;'催する従来からの取組みのほ

か ダイレク トメールで傍聴を呼び掛けるといつたIFl新なアイデア1,兄受けられた

14報 広■活動では [説会広1,Jを 充実させている議会が始どであったが 中には

定例会開催後以タトに ,ヽ議会報告合の様 子を伝える 「臨I寺議会広報」を発行する議会 1,

登場 し 議会|て報の充実がF4, 広聴活IIの基幹1蝕 組みとなっている.

一方で ホームベージが情報公閉のツールとして定着 してきてお り 」■―ムベー ン

上で義人結果や議事II‐だけに,=:,す  ●議事件に対する賛否の公表 政務調査費の

使途状況な,:を公]]している議会もあつた。議会の|●細:方法もt先 端のインターネ ッ

ト勁直十一ビスを■■t■ イブ1嗜|を している議会もあ,1ば ル,えて市線″とを用い

て実llレtし ているわ会もある。これらの方l■の選択 t,インターネットインフラの■

‖,い|・tやパ ソコンの普及■ 高齢者の害

'今

などを鑑みながい に民口線で1文がま ら|「

最適なサー ビスを選択することが重要となつている

最

`に

「|つ地域振興のために llリホ1,江みをした議会」であるが こオしは通常の議

会活jJj以外の特11な取泄みを行 うことによつて まちづくりやlL域の再生に大きく責

献した議会を失彰するとい う観点から1+年度かい新たに宇●項目として導入 した 1,の

であるが ■日本大震贅及び原発事故の薇災町llからの復興に渕する●11み件が=げ

られた 今後1,議会が l●災lL'"の●興やiL工防災に一役をllうことを期待すると「ろ

である.

以上の書・/t経過を踏■えると仕月1表彰候補に選定された 4・I会 は 審査基111な
っ

た 3つ の工■●口が満 llなく満たされてお り かつ画期10な試みt,行わオtていた ヽ

印表杉候補の選に漏れた誠●も甲乙つけがたい状況で
'あ

つたが 最終|もには●ilみ

の成■が■ll的に表Iし '輩 を,み il:●ている議会を総合||に助簗 して選背さl■てい



ただいたことを中し添える。

41別表彰候補選定理由

|l lL海 道鹿迫]11晟会

に追冊「が平成 22年 に制定した議会基本条l・・lのまたる特徴は ■ちなか会・|の 開

Ft 常三者審議会の設置 政務調査費の交J及 び広報活動の充実等である

牛に tE民 との懇讀会 議会報告会等を包指 した [まちなか会議Jを l●繁に開世

し 住民との意 R崚 換の場を積極的に設け 住民の意見を‖j政に反映させるよう努

めている.

また 定数 報割1 議会のあり方彎については 第二十委員会に諮問し 住民目

線での改革に取りIHんでいる

政務調■■については l・支報告書及び証票='■の撮‖:だ■でなく 政務調■■

によう活動報告書の提出を義務イ

'■

,ている

こえ1らの活動またはキ,■lfついては 1'コ 会●に■行さ,1る哉舎広

'Fれ

のヽほか

臨時

`[イ

|されるミニ広報紙 1で

`家

にに周如さ
'し
るとともに 議会のホームページ

上でも情報公開される。

同町のホームベージは 議事録 議会広報紙 委員会報告書 議決結果 責否の

公表 ■務活動費報告など議会に関するあらゆる●11を公関するととt,に 議会の

ライブ中細:を行 うためのコンテンツや議会改革の取組みなども掲ltFさねており ,

成 情報量とt,非常に秀逸なものとなっている

このほか サンデー議会やナイター議会 委員会の夜問m化 など住民のl●納 機会

を増力‖させるための取組みを ビヽ続的にイテつていることも||liさ
'■
た.

0 '1千 県西和賀1蟻 会

画「1賀町は平成 22年 に議会■本条例を市,it 議会よび証]の 原中 ■民と詩

会の関係 ‖fと議会の関係 誠貞同■の関係についてЛ文

`ヒ

している

|:民と議会の関係では 住民の声を1∫″に反映 させることを重点とし 全●政 ●

を対象とした 「に民の声を開く会Jを 開催 し 要望

"取

の,Iか意兄交換 議会,告

を行つている.

1丁と議会の関係では 議会は数ある]崚 課順に政策提言する立場であるとし 地

方向l.法第 96条 第 2項 に定める条例による議決Ⅲ Iとして 1町の基本●担及び基

本計画を追力「し ●極計画の立策の■階から説明を求め政策堤言を行 う一方 蔵■

の■■形成 立案1ヒカの 句Lを図るため 議員全員で証紙する [町政調査奎Jを 開

|にtて いるほか 1∫の財政1llFtについて■ヽため住民を交えた勉強会を議会が主性

し その■識を高め 町‖政 のヽ監机機能を高める取れみをイTっている.

また 広報 広聴活動については 高柿=卒 の高い‖]の■情を考慮 し インター

ネット笠ではなく あえて各家庭に配置されている有晨放送を用いて議会の実況放

送を,つ ている また 議会疇 tの■籾発行 (30口 以内)を 心かけ より早く議会



の情報を住民に,■ するよう″力している

0 茨城県大洸冊颯 会

大・t町は 「住llに開かれた経合 住民に信収される議会Jを 目指し 平● 23年

議会府本条例及び議会倫理 l・Fllを制定したが 議会改革に関する個々の腋組みは条

例制t前 か弓行われており 既に,'果を得ているものも多い

竹に '|は 機会のn加 方策については 会

"日

程や一般質問の内容等を1渇●した

新関紙人のポスターを町内のスパーマーケットやコンピニなど約 70か 所に,「り出

し t例 会硼l●の周Ⅲ徹だを図っているほか これまでに

'聴

イには審議力容をし

たためたれ■を送付するとともに 議長名によるグイレクトメールで t‐例会,1性の

案内を行うなど■連の

'応

者^の フォローアップも,つ ている。定例会をH ll日に

もllイ

“

,|るなど住民が,は tやすい環境づくりにも配,ましている.

また 議会報告●についても■本条例制,Litの平反20年 から実施しており "

午 2●  II｀ 181)全場で ,民 の参力1しやすい■● 1り↓から1後 9叶 0峙 ‖帯に

'1化

している

議会ユ■について,, 本書識において画像を用いての発言を,ネめ,■ところ ,ロ

ジェクター・・スクッーンを

'ら

こみ パワーボイントを使つて発=す る議員もおり

傍棘者にわかりやすいと好評を得ている.

さらに 東日本大震災に1つて液状化被管を受けた地区の住民に対し 議会i■

の住民ll談会を開ltし 回及び県に渕する要望事項や今後の対応,等 の取りまとめ

を行つたにか '1に対し冊「独自の見舞金市1度の綸1設を中し入れ 実■させた

なお 議員自らも災害復興に充てるため 議員研修費を返 Lしてぃる.

に 兵庫県播¨ 丁議会

妊嗜叫は ,′|■23年 に誌舎基本条l・を1"定し t民 参加の政策i案 や祗会[J

の改+を 11″,うととt,「 行政^の 監視l.1能を高めている

●4何 によつ;‖にさ
'1る
「ととなった 喘 会,時 会Jで は F民 から‖トオ1た意

見 要望等を委員会のl・lil l・●として取り上げることに1り 住民の■を政策に反

映させている

また 同■Ⅲにより1し方自治法第 96条 第 2項 による議決す●として 町が定め

る基本‖想の策定等 基本計画の策定● 都市計画マスタープランの策定等 童要

なi" ちtの 4項 目を追力!している.

これらの効果として -1,質 問の平均回数や議案の修正 否決案」が増加してお

り 行政^の 慌机lllltの強化が認められる.

この1ヨか 祓員提案の 喘 層]1■きれいにする条ⅢJ力 ′`性円との協議 司1娑

先進■同調査 パブ,ッ クコメントの碁彙等の約 2年 にわたる審査の後 口決され

ている.

さらに lLユ経済の振興策として住宅リフォーム制度の御設を 長きにわたって

'イ

テ泄関に提案し社けた結果 T・成 24年 度に予算化さ
'tinに

至つた.


